
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成31年１月11日

【四半期会計期間】 第55期第３四半期（自　平成30年９月１日　至　平成30年11月30日）

【会社名】 株式会社リンガーハット

【英訳名】 RINGER HUT CO.,LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　秋本　英樹

【本店の所在の場所】 長崎県長崎市鍛冶屋町６番50号

（同所は登記上の本店所在地で実際の業務は下記で行っております。）

東京都品川区大崎一丁目６番１号ＴＯＣ大崎ビル14階

【電話番号】 （０３）５７４５－８６１１

【事務連絡者氏名】 取締役　管理部担当　　小田　昌広

【最寄りの連絡場所】 東京都品川区大崎一丁目６番１号ＴＯＣ大崎ビル14階

【電話番号】 （０３）５７４５－８６１１

【事務連絡者氏名】 取締役　管理部担当　　小田　昌広

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

証券会員制法人福岡証券取引所

（福岡県福岡市中央区天神二丁目14番２号）

 

EDINET提出書類

株式会社リンガーハット(E03099)

四半期報告書

 1/19



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第54期

第３四半期連結
累計期間

第55期
第３四半期連結

累計期間
第54期

会計期間
自平成29年３月１日
至平成29年11月30日

自平成30年３月１日
至平成30年11月30日

自平成29年３月１日
至平成30年２月28日

売上高 （千円） 33,813,142 35,044,965 45,682,694

経常利益 （千円） 1,935,135 1,501,014 2,782,284

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 891,307 397,453 1,333,086

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 869,519 329,163 1,362,117

純資産額 （千円） 19,403,153 18,531,637 19,916,434

総資産額 （千円） 31,499,596 32,432,490 31,769,430

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 35.84 15.93 53.60

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 61.6 57.1 62.6

 

回次
第54期

第３四半期連結
会計期間

第55期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自平成29年９月１日
至平成29年11月30日

自平成30年９月１日
至平成30年11月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 10.46 5.67

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

 　　 ２．売上高には消費税等は含まれておりません。

　　　３．売上高にはその他の営業収入を含めております。

　　　４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　　　５．１株当たり四半期（当期）純利益金額の算定上の基礎となる普通株式の期中平均株式数については、株式付与

ＥＳＯＰ信託口が所有している当社株式を控除対象の自己株式に含めて算定しております。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び当社の関係会社）

が判断したものであります。

 

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、企業収益や雇用環境の改善に伴い、緩やかな景気回復基調にあ

るものの、相次ぐ自然災害の国内経済への影響や、海外の政治や経済情勢の不確実性の高まりもあり、依然として先行

き不透明な状況が続いております。

外食産業におきましては、消費者の節約志向に加え、原材料価格の高騰や継続的な採用難・パートアルバイトの時給

の上昇により、厳しい状況が続きました。

このような状況の中、当社グループは食の「安全・安心・健康」の向上に継続して取り組み、『全員参加で企業体質

を改革しよう』をスローガンに強固な企業体質づくりを推進し、企業価値向上に努めてまいりました。

店舗展開については、国内にて48店舗を出店し22店舗を退店、海外においては３店舗を出店し２店舗を退店いたしま

した。その結果、当第３四半期連結累計期間末の当社グループ合計の店舗数は、国内777店舗、海外16店舗の計793店舗

（うち直営店舗569店舗、フランチャイズ店舗224店舗）となりました。

既存店の売上高につきましては、猛暑により外出を控える傾向や９月の台風の影響などのマイナス要因もあり、当社

グループ全店舗の当第３四半期連結累計期間の既存店売上高前年比率は99.9％となりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は350億44百万円（前年同期比3.6%増）となりましたが、原材料価

格の高騰や水道光熱費の上昇に加え、人手不足による人件費の上昇もあり、営業利益は15億65百万円（同21.4％減）、

経常利益は15億１百万円（同22.4％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は３億97百万円（同55.4％減）となりま

した。

 

セグメント別の概況は次のとおりであります。

（長崎ちゃんぽん事業）

「長崎ちゃんぽんリンガーハット」では、2018年９月より広島産牡蠣を使用した秋冬の定番商品「かきちゃんぽん」

を期間限定で販売いたしました。また、調理・サービスの質の向上を図るため社内コンテストを定期的に開催し、お客

さま満足度向上に取り組んでまいりました。

出退店につきましては、国内で41店舗を出店し18店舗を退店、海外では３店舗を出店し２店舗を退店した結果、当第

３四半期連結累計期間末の店舗数は国内で668店舗、海外で14店舗の計682店舗（うちフランチャイズ店舗206店舗）と

なりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の既存店売上高前年比率は100.0％となり、売上高は270億77百万円（前年同

期比5.2％増）、営業利益は10億90百万円（同23.5％減）となりました。

 

（とんかつ事業）

「とんかつ濵かつ」では、2018年10月より大ぶりな広島産牡蠣を使用した秋冬の人気商品である「かきふらい」シ

リーズ４商品を期間限定で販売いたしております。また、調理・サービスの質の向上を図るため、社内コンテストを開

催し、お客さま満足度向上に取り組んでまいりました。

出退店につきましては、７店舗を出店し４店舗を退店した結果、当第３四半期連結累計期間末の店舗数は国内で109

店舗（卓袱浜勝を含む）、海外で２店舗の計111店舗（うちフランチャイズ店舗18店舗）となりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の既存店売上高前年比率は99.4％となり、売上高は77億84百万円（前年同期

比1.5％減）、営業利益は２億66百万円（同32.3％減）となりました。

 

（設備メンテナンス事業）

設備メンテナンス事業は、当社グループ内直営店舗及びフランチャイズ店舗の設備メンテナンスに係る工事受注や機

器保全等が主な事業であり、当第３四半期連結累計期間の売上高は16億１百万円（前年同期比2.8％増）、営業利益１

億97百万円（同14.4％増）となりました。

 

（２）財政状態
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資産、負債及び純資産の状況

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ６億63百万円増加し324億32百万円となりま

した。これは主に設備投資による現金及び預金が減少したこと及び有形固定資産が増加したことによるものであり

ます。

負債は、前連結会計年度末に比べ20億47百万円増加し139億円となりました。これは主に長期借入金が増加したこ

と及び社債が増加したことによるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ13億84百万円減少し185億31百万円となりました。これは主に第三者割当よ

る自己株式の処分によるものであります。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、337百万円であります。なお、当第３

四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

（５）主要な設備

　当第３四半期連結累計期間末における新たな計画は、次のとおりであります。

新設

　提出会社

事業所名 所在地
セグメントの
名称

設備の内容

投資予定金額

資金調達方法

着手及び完了予定
完成後の
増加能力総額

（千円）
既支払額
（千円）

着手 完了

佐賀第２工場
佐賀県神埼郡

吉野ヶ里町

長崎ちゃんぽん・

とんかつ
生産設備 937,409 332,455

自己資金及び
借入金

平成30年

８月

平成31年

６月
(注)２

　（注）１　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 ２　完成後の増加能力は、合理的な算定が困難なため記載しておりません。

 

　前連結会計年度末において計画中であった主要な設備の新設、休止、大規模改修、除却、売却等について、当第３四

半期連結累計期間に著しい変更があったものは、次のとおりであります。

計画の変更

　提出会社

事業所名 所在地
セグメントの
名称

設備の内容

投資予定金額

資金調達方法

着手及び完了予定
完成後の
増加能力総額

（千円）
既支払額
（千円）

着手 完了

京都工場
京都府

京田辺市

長崎ちゃんぽん・

とんかつ
生産設備 2,953,000 2,673,784

自己資金及び
借入金、社債

平成29年

12月

平成31年

５月
(注)２

　（注）１　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 ２　完成後の増加能力は、合理的な算定が困難なため記載しておりません。

 ３　投資予定総額及び完了予定年月を変更いたしました。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 46,000,000

計 46,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成30年11月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成31年１月11日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 26,067,972 26,067,972

東京証券取引所

(市場第一部)

福岡証券取引所

単元株式数　100株

計  26,067,972 26,067,972 ─ ─

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高

（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額

（千円）

資本準備金残
高

（千円）

平成30年９月１日～

平成30年11月30日
－ 26,067,972 － 9,002,762 － 6,016,031

 

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成30年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

平成30年11月30日現在
 

 区分  株式数（株）  議決権の数（個）  内容

 無議決権株式 －  － ―

 議決権制限株式（自己株式等） － － ―

 議決権制限株式（その他）  －  － ―

 完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　 1,002,200
 － ―

 完全議決権株式（その他） 普通株式　25,035,500 250,355 ―

 単元未満株式 普通株式　　　30,272  － 一単元（100株）未満の株式

 発行済株式総数 26,067,972  － ―

 総株主の議決権 － 250,355 ―

　（注）１．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式61株及び株式付与ＥＳＯＰ信託口所有の当社株式

84株が含まれております。

　　　　２．「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には株式付与ＥＳＯＰ信託口が所有する当社株式181,700株

（議決権の数 1,817個）を含めております。

 

②【自己株式等】

平成30年11月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社リンガーハット

長崎県長崎市鍛冶

屋町６番50号
1,002,200 － 1,002,200 3.84

 計 － 1,002,200 － 1,002,200 3.84

 （注）自己名義所有株式数には株式付与ＥＳＯＰ信託口が所有する当社株式181,700株（議決権の数1,817個）を含

めておりません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成30年９月１日から平

成30年11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年３月１日から平成30年11月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年２月28日)
当第３四半期連結会計期間

(平成30年11月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,975,177 1,618,435

売掛金 810,400 931,973

商品及び製品 102,504 132,253

仕掛品 39,451 41,959

原材料及び貯蔵品 282,778 313,239

前払費用 344,253 360,336

繰延税金資産 226,777 227,434

未収入金 745,833 1,012,853

その他 174,078 385,560

流動資産合計 8,701,255 5,024,045

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 9,913,877 10,953,407

機械装置及び運搬具（純額） 852,326 826,129

土地 4,823,093 4,820,707

リース資産（純額） 120,138 170,971

建設仮勘定 402,468 3,477,593

その他（純額） 833,195 1,010,085

有形固定資産合計 16,945,099 21,258,894

無形固定資産 402,733 413,259

投資その他の資産   

投資有価証券 806,270 698,836

繰延税金資産 738,202 753,130

退職給付に係る資産 100,165 119,370

差入保証金 1,119,504 1,121,527

建設協力金 100,696 90,072

敷金 2,525,569 2,643,303

その他 352,539 332,656

貸倒引当金 △22,605 △22,605

投資その他の資産合計 5,720,341 5,736,291

固定資産合計 23,068,175 27,408,445

資産合計 31,769,430 32,432,490
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年２月28日)
当第３四半期連結会計期間

(平成30年11月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 996,533 1,179,989

1年内償還予定の社債 216,000 316,000

短期借入金 750,000 －

1年内返済予定の長期借入金 920,388 1,223,016

リース債務 123,221 124,663

未払金 781,860 1,067,601

未払費用 1,108,977 1,661,503

未払法人税等 258,105 198,357

未払消費税等 256,941 189,099

株主優待引当金 97,014 67,453

店舗閉鎖損失引当金 24,531 10,977

販売促進引当金 5,207 －

資産除去債務 19,062 23,986

その他 618,081 628,526

流動負債合計 6,175,924 6,691,175

固定負債   

社債 780,000 914,000

長期借入金 1,222,305 2,437,581

長期未払金 558,599 563,050

リース債務 267,407 327,780

株式給付引当金 154,952 164,995

退職給付に係る負債 1,030,516 1,109,153

長期預り保証金 384,617 396,117

資産除去債務 1,244,433 1,272,545

その他 34,240 24,453

固定負債合計 5,677,071 7,209,677

負債合計 11,852,996 13,900,853

純資産の部   

株主資本   

資本金 9,002,762 9,002,762

資本剰余金 8,441,135 7,020,129

利益剰余金 4,883,282 4,979,960

自己株式 △2,770,252 △2,762,432

株主資本合計 19,556,927 18,240,420

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 233,249 182,064

為替換算調整勘定 56,444 50,983

退職給付に係る調整累計額 49,689 38,792

その他の包括利益累計額合計 339,383 271,840

非支配株主持分 20,123 19,376

純資産合計 19,916,434 18,531,637

負債純資産合計 31,769,430 32,432,490

 

EDINET提出書類

株式会社リンガーハット(E03099)

四半期報告書

 9/19



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年３月１日
　至　平成29年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年３月１日
　至　平成30年11月30日)

売上高 32,838,843 34,087,044

売上原価 10,952,593 11,347,401

売上総利益 21,886,249 22,739,642

その他の営業収入 974,299 957,921

営業総利益 22,860,548 23,697,563

販売費及び一般管理費 20,869,439 22,132,422

営業利益 1,991,109 1,565,141

営業外収益   

受取利息 3,263 2,785

受取配当金 7,350 8,143

為替差益 24,964 4,637

未回収利用券受入益 － 10,316

違約金収入 － 13,000

その他 10,789 17,399

営業外収益合計 46,367 56,283

営業外費用   

支払利息 28,154 21,664

リース解約損 14,906 28,286

社債発行費 － 5,289

持分法による投資損失 35,093 43,117

その他 24,187 22,052

営業外費用合計 102,342 120,410

経常利益 1,935,135 1,501,014

特別利益   

投資有価証券売却益 9,999 －

店舗閉鎖損失引当金戻入額 9,020 801

受取補償金 60,729 43,560

その他 5,185 1,000

特別利益合計 84,934 45,362

特別損失   

固定資産除却損 82,971 330,680

店舗閉鎖損失引当金繰入額 15,403 53,184

減損損失 124,061 114,327

災害による損失 868 4,252

投資有価証券評価損 19,549 －

役員退職慰労金 111,780 －

その他 314 28,548

特別損失合計 354,948 530,993

税金等調整前四半期純利益 1,665,122 1,015,383

法人税等 773,814 617,182

四半期純利益 891,307 398,200

非支配株主に帰属する四半期純利益 － 746

親会社株主に帰属する四半期純利益 891,307 397,453
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年３月１日
　至　平成29年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年３月１日
　至　平成30年11月30日)

四半期純利益 891,307 398,200

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 24,609 △51,184

為替換算調整勘定 △27,124 △3,898

退職給付に係る調整額 △17,092 △10,896

持分法適用会社に対する持分相当額 △2,180 △3,056

その他の包括利益合計 △21,788 △69,036

四半期包括利益 869,519 329,163

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 869,519 329,910

非支配株主に係る四半期包括利益 － △746
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

税金費用の計算

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成29年３月１日
至 平成29年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成30年３月１日

至 平成30年11月30日)

減価償却費 1,117,568千円 1,199,873千円

のれんの償却額 3,145千円 1,889千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成29年３月１日　至　平成29年11月30日）

 

１．配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月24日

定時株主総会
普通株式 274,363 11  平成29年２月28日  平成29年５月25日 利益剰余金

平成29年10月11日

取締役会
普通株式 224,680 9  平成29年８月31日  平成29年11月14日 利益剰余金

（注）１．平成29年５月24日株主総会決議による配当金の総額には、株式付与ＥＳＯＰ信託口が所有する自社の

株式に対する配当金954千円が含まれております。

２．平成29年10月11日取締役会決議による配当金の総額には、株式付与ＥＳＯＰ信託口が所有する自社の

株式に対する配当金768千円が含まれております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成30年３月１日　至　平成30年11月30日）

 

１．配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年５月24日

定時株主総会
普通株式 175,446 7  平成30年２月28日  平成30年５月25日 利益剰余金

平成30年10月12日

取締役会
普通株式 125,328 5  平成30年８月31日  平成30年11月14日 利益剰余金

（注）１．平成30年５月24日株主総会決議による配当金の総額には、株式付与ＥＳＯＰ信託口が所有する自社の

株式に対する配当金1,284千円が含まれております。

２．平成30年10月12日取締役会決議による配当金の総額には、株式付与ＥＳＯＰ信託口が所有する自社の

株式に対する配当金908千円が含まれております。

 

Ⅲ　株主資本の金額の著しい変動

　当社は、平成30年４月13日開催の取締役会で決議し、平成30年５月24日開催の第54期定時株主総会で承認され

ました第三者割当による自己株式の処分を行いました。この処分により自己株式は1,422,414千円、資本剰余金

は1,421,814千円減少しました。さらに、平成30年７月12日開催の取締役会決議に基づき、自己株式の取得を行

い、自己株式は1,424,382千円増加しました。

　この結果等により、当第３四半期連結会計期間末において資本剰余金が7,020,129千円、自己株式が2,762,432

千円となりました。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成29年３月１日　至　平成29年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損
益計算書計上

額
（注）２

 
長崎

ちゃんぽん
とんかつ

設備

メンテナンス
合計

売上高（注）３       

外部顧客への売上高 25,748,712 7,903,389 161,040 33,813,142 － 33,813,142

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － 1,397,037 1,397,037 △1,397,037 －

計 25,748,712 7,903,389 1,558,077 35,210,179 △1,397,037 33,813,142

セグメント利益 1,425,543 393,386 173,077 1,992,006 △897 1,991,109

（注）１．セグメント利益の調整額△897千円には、セグメント間取引消去21,337千円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△22,234千円が含まれております。

　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　３．売上高にはその他の営業収入を含めております。

 
 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　「長崎ちゃんぽん」セグメントにおいて、当第３四半期連結累計期間中に退店が決定した店舗に対し、減

損損失を計上しております。なお、当該減損損失の計上額は37,547千円であります。

　「とんかつ」セグメントにおいて、当第３四半期連結累計期間中に退店が決定した店舗に対し、減損損失

を計上しております。なお、当該減損損失の計上額は86,514千円であります。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成30年３月１日　至　平成30年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損
益計算書計上

額
（注）２

 
長崎

ちゃんぽん
とんかつ

設備

メンテナンス
合計

売上高（注）３       

外部顧客への売上高 27,077,277 7,784,804 182,883 35,044,965 － 35,044,965

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － 1,418,411 1,418,411 △1,418,411 －

計 27,077,277 7,784,804 1,601,294 36,463,376 △1,418,411 35,044,965

セグメント利益 1,090,071 266,170 197,933 1,554,175 10,966 1,565,141

（注）１．セグメント利益の調整額10,966千円には、セグメント間取引消去31,651千円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△20,684千円が含まれております。

　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　３．売上高にはその他の営業収入を含めております。

 
 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　「長崎ちゃんぽん」セグメントにおいて、営業活動から生じる損益が継続してマイナスであり、今後も収

益改善の可能性が低いと判断した店舗及び当第３四半期連結累計期間中に退店が決定した店舗に対し、減損

損失を計上しております。なお、当該減損損失の計上額は62,935千円であります。

　「とんかつ」セグメントにおいて、営業活動から生じる損益が継続してマイナスであり、今後も収益改善

の可能性が低いと判断した店舗及び当第３四半期連結累計期間中に退店が決定した店舗に対し、減損損失を

計上しております。なお、当該減損損失の計上額は51,391千円であります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成29年３月１日
至　平成29年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成30年３月１日
至　平成30年11月30日）

１株当たり四半期純利益金額 35円84銭 15円93銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

（千円）
891,307 397,453

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半

期純利益（千円）
 891,307 397,453

普通株式の期中平均株式数（千株） 24,867 24,944

（注）１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎となる普通株式の期中平均株式数については、株式付与ＥＳＯＰ

信託口が所有している当社株式を控除対象の自己株式に含めて算定しております（前第３四半期連結累計期間

96千株、当第３四半期連結累計期間182千株）。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

　平成30年10月12日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………125,328千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………５円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成30年11月14日

　（注）　平成30年８月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成31年１月11日

株式会社　リンガーハット

取　締　役　会　　御　中

 

EY新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 阿部　正典　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 嵯峨　貴弘　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社リン

ガーハットの平成30年３月１日から平成31年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成30年９月１日

から平成30年11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年３月１日から平成30年11月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社リンガーハット及び連結子会社の平成30年11月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

 　　 ２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。

 

EDINET提出書類

株式会社リンガーハット(E03099)

四半期報告書

19/19


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第３四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

